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（6）防水層の立ち上り端部は、幅 70mm程度の網状アスファルトルーフィングを防水層と下地にまたがらせて
増張りする。

（7）ルーフドレイン・便器等との取合箇所および出入隅角等は、網状ルーフィングを使用して増張りを行う。
貫通パイプをやむを得ず設ける場合には、これにつばを溶接し網状ルーフィングで増張りを行い、端部は
銅線または金属製バンドで緊結する。

（8）砂付ストレッチルーフィングの張付けは、重ね部分をアスファルトで入念に張り合わせ、その部分にアス
ファルトの刷毛塗りを行い、共砂を散布する。

ｆ　断熱材の張付け

（1）断熱材はすき間なく張付ける。

（2）断熱材に損傷が生じた場合は、取り替え等適切な処置を行う。

（3）立上がり入隅部分への張付けは、原則として立上り際までとする。

（4）立上り隅にキャント材を使用する。

（5）ルーフドレン回りは、カッターナイフ等を用い丁寧に欠き取る。

ｇ　フラットヤーンクロスは、空げき・しわ等の生じないようにアスファルト点張りとし、継目は縦横 70mm
以上重ね合わせる。

ｈ　防水層の保護

（1）アスファルト防水で押えコンクリート打設を行う場合は、検査の終了した部分から養生シート張りを行い、
養生シート張り終了後すみやかにコンクリート打設を行う。

（社）日本建築家協会仕様材料適合品
アスファルトルーフィング
ストレッチルーフィング
砂付ストレッチルーフィング
網状アスファルトルーフィング
改質アスファルトルーフィング
絶縁用改質アスファルトルーフィング
断熱材（Ⅰ）
断熱材（Ⅱ）

　

アスファルトルーフィング 1500
ベストルーフィング T・1
ベスト砂付ルーフィング
ベストメッシュ
ニューハイベスト 1号
スポットタックＨＣ
クランボードＦ４－Ａ　など
カネライトフォームスーパーＥ－ＢＫ
ミラフォームＭ２ＲＳ　など




